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教師同士が学び合う学校研究のあり方
一授業づくりにおける目標と評価に注目して-
学校力開発コース(13220917) 酒井 薫
教師は，授業研究会が 「新しい気づきjや「よりよい授業づくりのヒントJ， I仕事へ
の達胸惑Jの場となることを願っている。また3 授業における目標と評価についての重要
性と難しさを実感し，その手がかりを求めている教師も多い。本研究は，授業づくりにお
ける目標と評価に注目し，教師同士が学び合える授業研究のあり方を探った。その結果，
文献や実習校での授業観察を通して，ねらいや目標の明確化と共有化， 日常的に子どもの
姿を語ること，子どもの育ちを支える目標と評価の3点が大切であることがわかった。
[キーワード] 学び合い，学校研究，目標と評価，授業研究
1 問題の所在と方法
(1)問題の所在
筆者が勤務する特別支援学校において，平成24
度末に今後の研究推進のため，全教師に学校研究
の取り組みについてアンケートを実施した。その
結果から，教師が学校研究に求めることを大きく
二つにまとめることができた。 一つめは子どもの
成長につながる研究，二つめは自分のJ受業をよく
したいという自身の成長につながる研究で、ある。
そして，授業研究会には，子どもの成長と教師の
成長につながる新しい気づきゃよりよい授業づく
りのためのヒントなどを期待し，学部を超えた学
びの場となることを願っている。また，課題とし
ては子どもの目標の設定と妥当性， 1何回の妥当性
や教師聞の共有化の難しさが挙げられている。目
標やf判団は子どもの成長の指標である。授業づく
りにおける目標と評価に注目し授業改善を行し、な
がら，子どもと自分，仲間の成長を喜べるような
学校研究をめざすことが求められている。
(2)研究の目的
本研究は，このような教師の思いを踏まえ，授
業づくりにおける目標と評価に注目し，教師同士
が学び合える学校研究となるための手がかりを得
ることを目指す。
(3)研究の方法
包学校研究の目的と教師同士が学び合える授業研
究について文献研究をする。
引受業づくりにおける目標日怖にっし、て，実習
校の授業者見察や先行研究 ・実践から整理する。
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2 先行研究の検討
(1)学校研究の意義
北神(2010)は I校内明釘土，子どもの期待さ
れるべき成長 ・発達を促進するために，学校とし
てXJl織的 ・市断完的に取り組み，教師一人ひとりの
機能成長と，集団としての成長を伸張し，かっ3
教師集団の|制動態勢を促し，さらには学校の経営，
札織革新へと結びっく研修活動である。(中|略)学
校研究の目的は，実践上の課題から出発し，実践
によって検証される。その結果は， 日々の教育活
動に生かされ子どもたちに還元されてし、く。判交
における教育研究の意義はここに集約されるj と
述べている。吉崎(1997)は，授業研究の目的を3
①授業の改善，②抑市の授業力量形成， ③授業に
ついての学問的研究の発展，の三つに大別した。
近年，その重要性が高まりつつあるのが，②ぴ〉側
面であり，教師が自分自身の授業や他の教師の授
業を対象に研究することによって，自らの授業力
量を形成すると述べている。さらに，教師の力量
の形成ののf{I~として有効と許可面されているのが，
授業研究であると示唆している。
(2)振り返りと学び合いの重要性
中央教育審議会答申(2012)は I教職生活の全
体を通じた教師の資質能力の総合的な向上方策に
ついてJにおいて，これからの教師に求められる
資質能力として，社会の急速な発展の中で¥教師
が探究力を持ち，学ひ清克ける干骨王であることが不
可欠である(I学ひ常亮ける教師像Jの確立)こと
を提言するとともに，教師に必要な資質能力は，
「省察(リフレクション)Jの中でこそ形成され
ると述べている。
三輪1)は， 1現場ではテキストに書いてあるこ
とと違うことが起こっている。実践者はクライア
ントと向き合う中で， ~I副鄭芯変に対応している。
それは，往復経験から育った『わざj(行為)であ
る。つまり，驚き，困惑，混乱を経験し，暗黙に
なっていった知というものがあり，それを省察3
振り返り言葉にしていくことを通して，実践的な
力量jTZ成を身につけていく必要がある」と述べて
いる。さらに，秋田(2008)は，自分一人で「省察J
することと教師協働の学習(授業検討会なのに
は往還があると述べ教師は授業について語り合
うことを通して，他者の視点を取り入れ， 自己の
授業観などを問し1直し，授業を見る枠組みを開薄
成し， 自身の授業の課題や授業理解の難しさを捉
え直し，解決を模索する中で，新たなt訴I-Tを獲得
していると示している。
(3)特別支援学校における目標と評価の意味
文音問学省(2012)は 1小朝交，中朝交，高等
ミヰ交及び特別支援学校等における児童生徒の学習
評価及U守旨導要録の改善等について」 において，
「障害のない児童生徒に文付る学習剖面の考え方
と基本的に変わるものではないが，児童生徒の障
害の状態等を十分理解しつつ，様々な方法を用い
て， 一人一人の学習状況をより一層丁寧に把握す
る必要ι学習の状況や学習の結果の評価を行う
ことが必要である。」と示している。さらに全国
特別支援学校知的障害教育校長会(2011)では，評
価の意義について，学習課題に対して児童生徒が
どのように取り組んでいたのか，子どもの中にど
のような思考の道筋や変化があったからかを，複
数の刊面の観点から多面的に見てし、くことが重要
であると述べている。さらに，評価は授業の課題
設定の仕方や指導 ・支援の改善にも大きくつなが
っており，特に，特別支援学校の場合，複数の教
師で、授業を行っていることが多く(ティーム・ティ
ーチング:以下 ITJ)，評価の在見点が各教師で違
うことも考えられるため，何をよりどころに授業
をするか，どのような指導・支援するかを考える
ときには， 目標や評価についての話し合いが，特
に必要になると説明している。
目標の設定につしては，独立行政法人国立特殊
教育総合研知庁(2006) 121世紀の将朱教育に対応
した教育課程の望ましいあり方に関する基礎的研
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究 pp.109-153Jの中で， 1知的障害養護学校で
は，多くの場合，各新ヰの内容を領域・新特合
わせた指導の形態により指導している。領域・教
科を合わせた指導では，単元に含まれる内容を各
教科の枠でとらえるよりも， u自立につながる力
等の構成要素等の括り』により整理する方が，生
きる力を育む指導と刊面に結びつきやすし、と考え
られる」と述べられているG
3 実践と結果(明らかになったこと)
教職専門実習 1，1 におけるA特別支援学校(以
下 IA支援判交J)と山形市立B小判交(以下 IB小J) 
の判交研究と授業参観の実際，C大学鞠哉大学院の
公開講座から，学校研究のあり方と授業づくりに
おける目標と言刊面について考える。
[事例1]子どもの学びを大切に同僚と学ぶ
B小は市内の特別支援学級の中心的な学校であ
る。学閥Ij立以来の「共生の精神j を学校の目標
のーっとし，学年キ学級の枠を超えた子ども同士
の学びを大事にしている。また3 全教師で子ども
を育てるという意識と同僚性が高く，子ども一人
一人の学びに目を向けて実践が行われている。
研究の取り組みは，全体の研究テーマを受け個
人研究の形式で進められ，一人一授業を提案して
いる。個人の研究を深めるため，同じテーマで、グ、
ルーフ。を編成し教科の枠を超えた学びを大切にし
ている。また，授業研究は自分の得意な教科で行
われるため質の高しオ受業が多い。さらに，よりよ
い授業を目指し，授業研究会では多様な視点から
話し合えるように外部の講師や助言者を依頼して
しも。TTでの授業では，教師聞の共有化を図るた
め 1予想されるつまずきと支援」について，ア
セスメントシートを作成している。アセスメント
シートは研究部でし、くつ州列を提示し，さらによ
りよいものを作るため，教師が自由に作成してい
た。 B小の学校研究は，教師一人一人の持ち味が発
揮され，子ども一人一人の学びを中心にした話し
合いを大切にしている。
[事例2]参加者全員で次の手立てを考える
C大学教I駄判完は，授業における教師と子ども
の事実を大事にしながら 自己の実践や教師とし
ての自分を振り返ることを罫見し，教育実践リフ
レクションの研究を進めている。筆者は 1①プ
ロセスレコード:子どもとのやり取りの中での違和
感の根源を考え言葉で表すJ1②此ACT(アラクト):
瞬時に対応すべき状況に置かれた際に引き起こさ
れる無意識的な全てを後に，行為→行為の振り返
り→本質的な諸相への気づき→行為の選択肢の拡
大→試行の視点から分析する」のワークショップ
に参加した。
ワークショップは，大学制:受，ファシリテータ
ー，話題提供者2名，参加者5名の計9名で行われ
た。ワークショップの流れは，①事例の説明(話
題提供者3分)(z:デ、イスカッション③ポイントの
整理と助言(ファシリテーター ・大学事対受5分)④
参加者各自の学びの発表，である。グラウンドノレ
ールは3 次の手立てを全員で考えることを目的と
し教師の行為の意図を問いたり否定したりせず，
その時の状況や子どもと教師の事実を話し合い，
話題提供者の問題解決を重視してし寸こ。ワークシ
ョッフ。は，話題提供者による事実の語りを中心に
進められ，子どもに求める姿，耕オ，生活の様子，
その時の子どもの気持ち，教師はどう感じたかと
しづ事実の一問一答式で進んだ。まとめは，参加
者全員が話し合いのポイントになったことと，話
し合いで自分が学んだことを発表しt~
[事例3]
A支援'判交では，子どもの主体的な学び、を中心に
子どもの将来の生活を見すえ「大切にしたい姿J
を柱にした授業キヰ校生活づくりの研究に取り組
んでいる。
(1)話し合いの時間と場を確保する
中学部では毎日，方短果後，学部全員で授業や生
徒について報告内話し合し、を行ってし、る。 7月1日
の話し合いは，設定時間15分間に中学部総数16名
中，半数の8名の生徒について固有名詞で語られ7二一
内容は，([生徒の生活健康面，② 「個別の指導計
画」の目標と生活場面のつながり，③生徒の支援
にかカわる情報， @旨導の経過報告，~教師の見
取りと事実(子どもの姿)の違和感やずれ，である。
特に⑤の場面に注目する。 S先生同情のこれまで
の姿と今日の事実に違和感を覚え話題にした。会
の中で，K君についての新たな事実を知り， ~府に落
ちた表情が印象的だ、ったO また， R先生も自分の推
測と事実(生徒:Yさんの姿)とのずれから生じた
違和感色全体に投げかけていた。この場面では
手がかりは得られなかったが， Yさんを理解するこ
とへ孝姐市の意識が促されていた。
(2)目標と評価を子どもの姿から確かめる
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下の囲みは，高等音附牒学習(木工グルー プ")I竹
のひしゃく」の授業でS君と H先生のやり取りの
一場面である。
s君の本時の目標は，①指示された使し、方を守
り，カッターてめ竹を削る。②声に出して始めと終
わりの挨拶をする。③自分から「できました。」
などの報告をする 3 である。
S君道具を用意し， H先生の所に材料を取りに行く。
H先生 青いところを削って下さし、。終わったら報告して下
さい。①気をつけてね
5君 はい。(青いところを削り終え，印以外をドilJる)
H先生 (その保子を見て)終わったら教えて下さい。
5君 (手を止めて竹を見るが，印以外を削り始める)
※上記のやり取りが3凹続く。
トl先生 5君，来て下さい。②
S君 (カッター の刃をしまい， H先生の所に向かう)
H先生 青い所だけ削るんだよ。終わったら報告して下さい
ね。上の官1分は南IJらないよ。上の部分は問Ijりたく
なっても我慢して下さい。③
S君 (領きながら聞き，話が終わると席に戻る)
S君 (作業台に竹を立てる，穴に京IJす，削る，を繰り返す)
※規格品制作用の長さと太さの訪問踊助具
"先生 (様子を見て)青い印をつけなくても最後までいけそ
うつ④
5君 (少しして)できました。
① :S君と授業の目標の石信忍を行っている。
告泡 :これまでの様子から， 自分の支援方法や目
標設定についてS君の行為から言軒両し，修正を行
っている。 S君の青い印を削った後，竹をしばら
く見た後で再び削り始めている行為は 「規格品を
作る意識が薄れ，自分のイメージを優先させてい
る」と推察し， S君を自分の近くに呼ぶことで重
要な内容を伝えることの意識化と，思考の修正に
つながる支援と目標の再石信忍を行っている。
④ :S君の行為は「規格品を作る」としづ意識を
もち取り組んでおり，自分でしたい気持ちの表れ
であると判断し，本人lこ存信忍するとし、う支援を行
っている。また，石留忍をすることで目標を明確に
してし、る。
4 考察
上記の結果から，教師同士が学び合える授業研
究と授業づくりにおける目標と評価について考察
する。
(1)ねらいや目標の明確化と共有化
教師の成長や学びは研究明受業への主体的な取
り組みが大切である。そのためには】彰羽市のよさ
や持ち味を生かし，同時に教師と子どものめあで
や願いを明確にすることが重要である。教師のめ
あては授業のねらいに，子どもへの願し、は目標に
表れる。特別支援教育の場合， 日々の授業ばTで
行われる。そのため，授業のねらいや子どもの目
標，支援方法とその意味， さらに許可制こついて共
有化されることが子どもの確かな成長につながり 3
共有化のために教師同士で話し合うことは教師の
学びに結びついていると考える。
(2)日常的に子どもの姿を語る
教師の問題から出発し，次の手立てについて教
師の納得や理解に合わせて展開するので，その教
師にとっての学び、は大きい。教師の行為を否定し
なし、ことが碓認されてし、るのも話しやすさにつな
がっている。しかし3 教師の視点だけでは子ども
の事実が見えにくく，参加者全員が子どもの事実
を知るのに時間がかかり 3言葉だけのやり取りで
は同じ事実を共有されにくい。より多様な手立て
を考えるために，客観的な子どもの事実が共有さ
れる必要がある。多様な視点は様々な気づきにな
り参加者全体の学びも大きくなると考える。
普段の生活の中での事実と教師の見取りとの
違和感やずれは，その教師の素直な指導観や教
育観を表している。その素直な指導観や教育観
は，授業研究会での教師の発言を支えているの
ではないだろうか。日々の話し合いの中で，教
師それぞれの指導観や教育観が自然な形で確認
・修正 ・共有されて 「子ども理解Jが深まって
いると思われる。子ども理解の深まりは，授業
づくりに反映される。日常的に同僚と子どもの
ことを話すことの意味は大きい。
(3)子どもの育ちを支える目標と評価
H先生はS君の行為から内面(思考の道筋や気
持ち)を推測しながら，目標や支援を繰り返し修
正し授業を展開していた。その評価は 「子ども
理解j としての意味合いが大きく 「どのように
・どうやって ・どうなってJが教師の次の行動
を左右していた。評価は，子どもの学びを支え
るために，子どもを的確に見取ることである。 H
先生と S君にたくさんのやり取りがあったよう
に，教師と子どもにそれぞ、れの出来事ーがある。
しかし，特別支援教育においては， 一見しただ
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けでは教師と子どもとのやり取りやその意味が
わかりにくく，当事者である教師も意識せずに
子どもとかかわっていることがある。子どもの
育ちを支えるためには，教師は目標を意識し，
子どもとのやり取りを通して評価を丁寧に行う
ことが重要である。
5 到達点と課題
子どもと教師の個性を尊重した授業を大切に
し，授業のねらいと子どもの目標を明確にし共有
して授業を行う。授業での目標を意識し，子ど
もとのやり取りを通して評価を繰り返す。この
ことが子どもと教師の確かな成長につながってい
る。また，日;i者的な同僚との話し合いは多様な気
づきや学びをもたらしている。
今後は，上記のことを踏まえ授業研究会のフ。ロ
セスやそこでのポイントなど具体的な取り組みを
探りたい。今後の研究計画は次の通りである。
[今後の研究計画]
'"'-'3月
'"'-'7月
10月
1月
実践可能な授業研究会を探る
研究内容の説明と実践
実習校での実践とまとめ
研究のまとめ
注
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